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論 文 審 査 結 果 要 旨
マツカ ワ(絶z卿6r配o∫6rの お よびそ の近縁種 ホ シガ レイ(艶r卿6rvαrlε8伽 ∫)は,水 産資源 と し
て重要性 が高い魚種 で あるが,両 種 は近年 の濫獲 に よ り急激 に資源 が減少 し,希 少種 または絶滅 が危
惧 され る状態 に至ってい る。本研究 は,資 源水準 の著 しい低下が両種の集 団にもた らす遺伝 的影響 を
評価す る ことを 目的 として,両 種集 団の遺伝 的多様性に関す る調査研究 を行 った ものであ る。また,
両種 の資源 回復 を 目指 して人工種苗 の放流事業 がすす められ るなかで,こ の事業 が野 生集 団にお よぼ
すイ ンパ ク トを評価 ・予測 し,イ ンパ ク トの回避 手法に関 して も合わせて考案す る ことを目指 して し
た もので,研 究 の結果 は以 下の通 りで ある。
1)両 種 の遺伝 的評価 を行な うため,遺 伝的モニ タ リング用マイ ク ロサテ ライ トDNAマ ーカーの 開
発 を試み, 、マツカ ワについて8つ,ホ シガ レイ につ いて9つ の合計17マ イ ク ロサテ ライ トDNAマ ー
カーを検 出 した。 これ らのマー カー は広範 囲にわた る遺伝的多型 の検 出,集 団解析,血 縁度の評価,
放流 に関す るモ ニタ リングについて利用可能で あった。
2)マ ツカ ワの野生集 団の遺伝 的多様性 調査 をマイ ク ロサテ ライ トDNAマ ー カー(msDNA)お よ
び ミ トコン ドリアDNA(md)NA)マ ーカー の コン トロール 領域 を使 用 して 実施 した。そ の結果,マ
ツカワは希少種 である と考 え られ ているが,msDNAとmtDNAか ら推測 された遺伝 的変異性 は相対的
に高 く維持 されてい るこ とが判明 した(Hθ=0.86,A=167,'2=0.922)。
3)ホ シガ レイ野生集 団にお ける遺伝 的変異性 を評価す るた め,日 本の各地で採集 した標 本 を用 いて,
msDNAとmtDNAの マーカーを検出 した。本 種のmsDMAマ ーカーでは,遺 伝 的変異性が高か った が
(118=0.75,A=10),マ ツカワに比べ低 い値 であった。msDNAお よびmtDNAマ ーカー による遺伝的集
団構造分析 では,日 本 の北部お よび 南部 の明瞭な2群 の存在 が明 らか となった。ホシガ レイの保全計
画や将来 の種苗放流活動 を行 な う上で これ ら2群 は管理ユニ ッ トとして設定す る必要があ る。
4)親 子鑑定 による集 団の有効サイズ(ノV8)の 推定
種 苗放流 の遺伝 的多様性 を評 価す るため,野 生集 団(親 魚 候補),放 流用人 工種 苗お よび それ らの
採捕個体群 の遺伝 的多様性 を比較 した ところ,こ れ ら3標 本群問 には,統 計 的に有 意の遺伝 的分化 が
確認 され た。次 に,放 流種 苗の再捕個体 の家系判 定の結果,検 査個体 のほぼすべ てが再捕 された もの
と判 定 され,1>6は16.6と 推定 された。
ホシガ レイについて も,家 系判別 の結果,放 流種 苗の再捕 個体の,2>6は7.7と 推定 され た。有効集
団サイ ズが小 さい原因 は種苗生産現場 において使 用 され る親魚数 が小 さい こと,お よび親魚 の寄与率
における大 きな変動 によるこ とが示唆 され た。
本研究 では,マ ツカ ワお よび ホシガ レイ の種 苗放流事業 の問題点 を解決す るための方法 に関 して以
下の提案 を行 ってい る。
1.北 海道東岸 に生息す る近年 のマ ツカ ワ集 団は遺伝 的特性か ら残存集 団であ ることが推定 され,こ
れ らは絶滅危惧種 として位置づ け られ るべ きで ある。
2.ホ シガ レイ は,マ ツカ ワよ り遺伝的 多様性 が低 く,希 少種 あるいは絶滅危惧種 としでの認定が望
まれ る。また,目 本列 島の北部 と南部 の異 なる2つ の管理 ユニ ッ ト(ManagementUnits)の 設 定が必
要 と考 え られ た。
3.マ ツカ ワとホシガ レイの放流種苗 の野 生化集 団("pseudo-wild")は,と もに集 団 の最小保全可能
サ イズ(MinimumViablePopulation)(1>8=50)以 下で あった。 この よ うな状況 を脱 却す るた めには,
有 効な非近縁個体選択 交配計画 お よび次世代 生産 にお ける親 魚 の寄与 率の均等化 な どを計 り/>εを高
めるな ど親魚 の遺伝的管理 を強化す るこ とが求 め られ る。
本研究 は,資 源水 準が顕著 に低 下 した水 産業 上有用 なマ ツカ ワおよび ホシガ レイ の遺伝 的多様性 が
現状 において絶滅危惧 種か ら希少種 の水 準にあ るこ とを解 明 し,さ らに,遺 伝 的多様性 の保全のた め
の親魚管理方策 に関 して提言 を行 うと言 った成果 を上げた。 よって,審 査員一 同は本研 究者が博 士(農
学)の 学位 を授与す るに値す る と認定 した。
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